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量子物質、特に多数電子が強く相互作用する系では、協力現象によって顕著な創発物性が生まれる。
モット転移、高温超伝導、巨大磁気抵抗、巨大電気磁気効果、トポロジカル絶縁体などのその例である。
トポロジカル流や量子スピンを用いた非散逸性エレクトロニクス、光起電力・熱電効果によるエネル
ギー収穫、安全性を担保する量子計算・通信、が量子物質科学に基礎を置く応用の主要な3分野である。
ここでは、強い電子相関とトポロジーの観点から、量子物質の創発物性・機能を概観する。
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